
谷
田
貝
常
夫
先
生
を
偲
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谷
田
貝
先
生
ご
逝
去
と
の
訃
音
に
接
し
驚
愕
致
し
候
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
文
語
の
苑
に
と
り
て
も
た
だ
た
だ
痛
恨
の
極
み
と
い
ふ
ほ
か
之
無
く
候
。 

振
り
返
る
に
、
先
生
、
約
二
年
前
に
文
語
の
苑
の
理
事
職
を
申
し
出
に
よ
り
て
退
任
せ
ら
れ
候
。 

そ
の
際
の
退
任
願
に
先
生
曰
く
、「
小
生
、
腦
梗
塞
か
ら
の
視
野
不
調
に
て
、
樣
々
な
る
分
野
に
て
の
調

整
が
と
れ
に
く
く
な
つ
て
を
り
ま
す
。
見
え
て
ゐ
て
見
え
な
い
の
が
實
情
で
、
Ｐ
Ｃ
も
見
え
は
す
る
も
の

の
入
力
間
違
ひ
や
ら
、
見
落
し
や
ら
が
多
く
、
多
く
の
時
間
が
と
ら
れ
、
た
め
に
仕
事
は
漸
次
縮
小
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
や
う
な
事
情
故
、
文
語
の
苑
も
役
職
は
拔
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
顧
問
と
し

て
、
で
き
る
範
圍
內
で
の
御
協
力
を
さ
て
い
た
だ
け
る
や
う
、
御
願
ひ
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。
敬
白
」

と
。
體
調
の
優
れ
ぬ
に
も
拘
ら
ず
、
文
語
普
及
へ
の
情
熱
は
止
み
難
く
、
誰
に
も
負
け
ぬ
も
の
あ
り
と
拜

察
申
上
げ
候
。
引
き
續
き
文
語
の
苑
の
テ
キ
ス
ト
のP

O
D

版
制
作
作
業
、
每
年
の
會
報
制
作
な
ど
に
つ

い
て
，
ご
指
導
を
仰
ぎ
た
る
處
に
御
座
候
。
本
の
制
作
に
關
す
る
永
年
の
ご
經
驗
を
、
惜
し
げ
も
無
く
文

語
の
苑
の
爲
に
披
瀝
せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
、
感
謝
申
上
ぐ
る
ほ
か
之
無
く
候
。 

谷
田
貝
先
生
は
一
九
三
二
年
生
れ
、
英
米
文
學
翻
譯
家
、
東
京
大
學
文
學
部
卒
。
永
ら
く
國
語
問
題
協
議

會
事
務
局
長
・
理
事
長
を
務
め
ら
れ
、
い
つ
も
我
が
國
の
國
語
問
題
の
將
來
の
こ
と
を
憂
慮
せ
ら
れ
候
。

芥
川
龍
之
介
と
同
窓
の
旧
制
三
中
（
兩
國
高
校
の
前
身
）
の
ご
出
身
と
仰
ら
れ
し
と
記
憶
す
。
福
田
恆
存

研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
福
田
恆
存
語
録
「
日
本
へ
の
遺
言
」
を
編
輯
せ
ら
る
。
普
連
土
學
圓
の
先
生
に

て
も
あ
ら
れ
、
幻
の
名
著
「
國
語
讀
解
・
要
約
法
」
は
古
書
と
し
て
高
値
な
り
し
か
ど
、
谷
田
貝
先
生
ご

自
身
に
よ
り
ご
く
最
近
復
刻
せ
ら
れ
た
る
は
ま
こ
と
に
悦
ば
し
き
こ
と
に
候
。 

谷
田
貝
先
生
の
文
語
の
智
識
の
他
に
卓
越
せ
る
こ
と
は
い
ふ
も
さ
ら
な
り
。
古
今
東
西
の
敎
養
に
滿
ち
溢

れ
、
文
語
の
使
ひ
手
と
し
て
超
一
流
の
第
一
人
者
と
言
ふ
べ
し
。
年
下
の
我
々
に
對
し
て
も
隔
て
無
く
優

し
く
接
し
て
下
さ
れ
候
。
た
だ
し
、
𦾔
假
名
遣
ひ
使
用
へ
の
拘
は
り
に
は
強
き
信
念
も
垣
間
見
候
。 



そ
の
關
心
領
域
は
國
語
問
題
以
外
の
內
外
の
藝
術
全
般
多
岐
に
亙
れ
り
。 

幸
ひ
に
も
文
語
の
苑
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
讀
み
き
れ
ぬ
ほ
ど
に
膨
大
な
る
先
生
の
玉
稿
の
ア
ー
カ
イ
ブ

あ
り
、
特
に
日
々
廊
に
あ
る
エ
ッ
セ
イ
は
い
づ
れ
も
魅
力
的
な
る
名
文
ば
か
り
に
候
。
ご
專
門
の
蕪
村
に

關
係
す
る
も
の
、
ト
ロ
イ
ア
の
遺
跡
發
掘
に
て
有
名
な
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
の
一
八
六
五

年
幕
末
期
江
戶
訪
問
記
の
話
、
食
通
に
て
も
あ
ら
れ
け
れ
ば
倫
敦
の
「
ド
ー
バ
ー
ソ
ー
ル
」
の
話
題
な
ど

興
味
深
き
も
の
に
候
。
ま
た
、
文
語
の
苑
の
初
期
メ
ル
マ
ガ
に
て
連
載
せ
ら
れ
た
る
文
部
省
唱
歌
の
解
說

（
ふ
る
さ
と
、
七
里
ヶ
濱
、
み
が
か
ず
ば
等
）
は
一
册
の
本
と
せ
ず
ば
勿
體
無
き
ほ
ど
の
絕
品
と
思
料
致

す
次
第
。 

小
生
、
生
前
を
偲
ぶ
べ
く
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
文
語
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
鷗
外
譯
卽
興
詩
人
の
魅
力
」

（
於
・
東
洋
大
學
）
に
て
の
谷
田
貝
先
生
の
ご
勇
姿
を
改
め
て
拜
見
致
し
居
り
候
處
、
感
慨
一
入
に
候
。 

公
私
と
も
種
々
お
世
話
に
相
成
り
、
想
ひ
出
は
盡
き
ね
ど
、
次
の
世
代
に
文
語
を
繋
い
で
行
く
こ
と
を
お

誓
ひ
申
上
げ
つ
つ
、
茲
に
深
甚
の
感
謝
を
述
ぶ
る
と
共
に
、
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
上
げ

候
。 

（
令
和
四
年
三
月
六
日
受
附
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會
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け
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